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第１回都道府県医師会特定健診・特定保健指導連絡協議会（指導者研修会） 

都道府県医師会からの質問・要望 

 

午前 

【京都府医師会】 

１.「服薬中の者については、医療保険者による特定保健指導の対象としない」

と示されている。保健指導対象者の選定と階層化の方法で、ステップ２ 追

加リスクのカウント「薬剤治療を受けている場合（質問票より）」が含まれて

いるが、服薬中の者が対象外となる以上、追加リスクの内容に含む必要はな

いのではないか？ 

 

２．詳細な健診項目に眼底検査が含まれている。眼底検査が実施できない医療

機関は特定健診を実施する医療機関になることはできないのか？それとも眼

底検査のみ他の医療機関で実施することは可能なのか？その場合、特定健

診・保健指導実施医療機関名簿等を作成するにあたり、眼底検査が実施可能

な医療機関と不可の医療機関を区分けする必要があるか？ 

 

３．後期高齢者に対する健診は、広域連合において、健診項目のうち必須項目

のみ実施（努力義務）することとしているが、心電図等の詳細な健診項目は

実施しないと解釈してよいか？ 

 

 

【大阪府医師会】 

１．メタボリックシンドロームは疾患概念であり、特定保健指導の該当者では

なく、受診勧奨すべきと考える。特に、食後高血糖（糖尿病予備群）がマク

ロアンギオパチーのハイリスクグループであるという EBM があることから考

え、空腹時血糖 126mg/dl から受診勧奨はいかがな数値と考えるが如何か。ま

た、軽症高血圧症患者に対する降圧治療の有用性や仮面高血圧、早朝高血圧

などの存在や中性脂肪（空腹時）が 300mg/dl 以上を考えると、健診や医療の

現場において混乱が予想されるが、どのように対処されるのか。 

 

２．保健指導実施者は、保健指導を行うためには、一定の研修を修了した者が

行うことが望ましいと明記されている。医師に関しては、健康増進施設の嘱

託医など日本医師会認定健康スポーツ医を活用することが望ましいというこ

とだが、研修の具体的内容が示されていない。地域医師会において、今年度

には実務者研修を開催する必要があり、できるだけ早く研修内容を示してい

ただきたい。 

 

１４



 2

【岡山県医師会】 

１.特定健診の検査等について 

①制度を安衛法と類似のものとすると特定健診の意味が失われる（密度の低い

ものになってしまう） 

②判断の基準となる検査正常値の数値は現在一般として使われている正常範囲

として頂かないと国民にダブルスタンダードを生じ混乱を招きやすい。また、

腹囲から尿酸値を推察できるが如き発言も困惑する。 

③特定健診事業は一部の健診事業者ばかりでなく、手上げ方式によりどこの医

療機関でも行えるよう制度化してもらいたい。 

 

 

【広島県医師会】  

１．保健指導事業を地区医師会が担うことは可能か。何を、またどのような機

能を持つことが条件とされるのか。 
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午後 

【埼玉県医師会（深谷市・大里郡医師会）】 

１．特定健診の料金は？ 

 

２．特定保健指導料金は？（動機づけ、積極的情報提供の料金は？） 

これの有効期限はいつ頃までか？延長は出来るのか？ 

その時の料金は？ 

 

３．被扶養者にも受診券、利用券が発行されるのか？ 

 

４．保健指導で成果が出ない場合は？また、中断する人にあたっては次回の健

診の検討は？ 

 

５．平成 20 年度から施行されますが、毎年具体的な目標をかかげ評価を行って

いくのですか？もし、目標が達せられなかった場合、減算になりますか？そ

の時の金額は？どのような方法？ 

 

 

【千葉県医師会（千葉市医師会）】 

１．《要望》 

次回以降の研修会は少なくとも一ヶ月以上前にアナウンスが欲しい。 

できれば月曜日開催を希望。 

 

２．《質問》 

①事業者団体における積極的支援の価格について、面談１回と電話やメールで

のやりとりだけで￥21,000～85,000／人は高すぎないか？ 

②受診者へのインセンティブはないのか？ 

③上記価格は指導の中身ではなく事務連絡や教材費のコストを反映しているだ

けではないか？ 

 

 

【京都府医師会】 

１．「第 3回保険者による健診・保健指導の円滑な実施方策に関する検討会」に

て「市町村国保における健診体制」および「被用者保険における健診体制（被

扶養者分）」が示されている。その中で、市町村国保の契約スキームを利用し

たい医療保険者（健保組合や共済等）は、契約を委任した代表医療保険者か

ら都道府県（市町村）医師会に委託し、個別医療機関で実施することとなっ
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ている。この実施方式の場合、自己負担金および健診項目、保健指導方法等

全てにおいて、市町村国保と医師会の契約内容が適用されるのか？そうでは

なく、代表保険者または医療保険者の実施条件で医師会が委託を受け、各実

施医療機関は、ＱＲコードを利用するという話もあるが、各医療保険者が情

報をコード化して受診券にＱＲコードを印刷することができるのか？また、

ＱＲコードを読み取る機器がなければ、医療機関はどのような方法で受診者

が属する保険者の委託条件（実施条件）を判別すればよいのか？ 

 

２．各実施医療機関が特定健診・保健指導の結果を代行機関（支払基金・国保

連合会）に報告して、保険者は代行機関から実施結果を電子媒体で受け取る

ように示されている。医師会が各医療機関の結果を取りまとめて、代行機関

を通じて保険者に結果報告することはできないのか？（代行機関には請求、

回収、支払業務を行ってもらう） 

医師会が結果を取りまとめてよいとした場合、個人情報保護の観点から、

実施医療機関が医師会へ情報提供することについて、実施医療機関が個人ご

とに書面で同意を得ておく必要があるのか？ 

医療機関が特定健診と特定保健指導を一体的に実施し、特定保健指導の「積

極的支援レベル」の対象者に E-mail や FAX を利用して支援する場合、e-mail

や FAX の作成を当該医療機関以外の事業者（情報提供サービス会社）等にア

ウトソーシングすることは可能か？ 

その場合、個人情報保護法の問題があると考えるが、実施機関が個人ごと

に書面で同意を得ておく必要があるのか？ 

 

 

【大阪府医師会】 

１．「特定健診等を実施するための集合契約について」において、医療保険者と

地域医師会との関係が言及されている。平成 19 年度まで、市町村は老人保健

法に基づいて住民に対して健診等を提供する義務があり、地区医師会との契

約により、会員医療機関が健診医療機関として基本健康診査を行ってきた。

このスキームを踏襲する際、健診・保健指導の「代行機関」としての役割を

期待される地域医師会も少なからずあると考えられる。代行機関は、社会保

険支払基金と国保連合会が挙げられているが、地域医師会は「代行機関」と

して事業展開が可能か。 

 

２．標準的な健診・保健指導プログラム（確定版）では「保健指導の評価」に

おいて、アウトカム評価は、肥満度や血液検査などの変化、糖尿病等の生活

習慣病の有病者・予備群、死亡率、要介護率、医療費の変化などが評価指標

として考えられている。保健指導の評価は、医療保険者が構成員である保険
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者協議会において行われる。医療費抑制のみを評価指標とされるかもしれな

い危惧に対してどのように指導されるのか。 

 

３．健診価格は、診療報酬に準じて算出されると考えられる。しかし、日本経

団連は保健指導の積極的支援の価格として、21,000～85,000 円という価格幅

を示している。健診・保健指導における保険料がいくらになり、特定健診受

診者及び特定保健指導利用者の窓口での自己負担金がいくらになるか決定さ

れていない。保険料を納入し、窓口自己負担金も支払う受診者や利用者にと

って、コストパフォーマンスを視野に入れた金額設定が是非とも必要と考え

るが、医療保険者はいつ頃公表する予定なのか。 

 

 

【岡山県医師会】 

１.《質問》 

  医師会員所属の医療機関や健診機関が特定健診・保健指導について取り纏め

の上で保険者と受託契約を取り交わす際、契約単位は県医師会、或いは地区医

師会単位、又はそれ以外の方法の何れが妥当でしょうかご示唆下さい。 

 又、契約締結時期について、今後の行政施策等を踏まえれば何時頃が適当（可

能）でしょうか？ 

 

２．《要望》 

 今後、国保連合会・支払基金ともレセプト情報・健康情報を取得することで、

益々管理医療に進んでいくことを危惧しております。これら情報管理について

法律の問題・罰則等を含め国民に納得いく形で制度設計をして頂きたい。 

 

 

【広島県医師会】 

１．特定健診を診療所において、個別健診で行った場合、保険者への IT 報告を

行う必要があるが、このIT報告を地区医師会等で代行して行うことは可能か。 

 

２．保健指導は、医師・保健師・管理栄養士が行うとなっているが、我々の医

師会は健診事業部門を持っていないので、健診は各会員の医療機関で行い、

保健指導を医師会立の訪問看護ステーションの事業を拡大して実施すること

は可能か。 


